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【目的】先に我々はプロパルギルアセテー トやアミド､ジケ トン､アニリンお

よび2-アルキニルフェノールの環化-カルボニル化一環化カップリング

(ccc-coupling)反応を報告している｡1ー3 今回､CCCcoupling反応の適応拡大を
目的に､プロパルギルウレア1について検討した｡

【結果】1を5m01% の [Pd(tfa)2(L)]錯体を触媒として､1.5当量のパラベン
ゾキノン存在下､メタノール中､一酸化炭素雰囲気下､室温で24h撹拝したと

ころ､目的の反応が進行し､二つの2-アミノ-2-オキサゾリン環を有するケトン

2が58-89% の収率で得られることを見出した｡4
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